
作業療法学科　カリキュラム

分
野

教 育 内 容 科　目　名
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

単位数 時間数 備 考
厚　生
労働省
基　準単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数

基

礎

分

野

科学的思考の基盤

人間と生活

社会の理解

心 理 学 2 30 2 30

文 学 2 30 2 30

国 語 表 現 法 2 30 2 30

自 然 科 学 Ⅰ 2 30 2 30 物理学・数学系

自 然 科 学 Ⅱ 2 30 2 30 生物学系

英 語 2 30 2 30

保 健 体 育 1 30 1 30 講義・実技

教 育 学 2 30 2 30

リハビリテーション統計学 2 30 2 30

コミュニケーション演習 2 60 2 60 14

基　礎　分　野 小　　　計 11 180 6 120 2 30 0 0 19 330 14

専

門

基

礎

分

野

人体の構造と機能

及び

心身の発達

解 剖 学 Ⅰ 4 60 4 60

解 剖 学 Ⅱ 4 60 4 60

解 剖 学 演 習 1 30 1 30

生 理 学 Ⅰ 4 60 4 60

生 理 学 Ⅱ 4 60 4 60

生 理 学 演 習 1 30 1 30

運 動 学 4 60 4 60

運 動 学 演 習 1 30 1 30

人 間 発 達 学 2 30 2 30 12

疾病と障害の成り立ち

及び

回復過程の促進

病 理 学 2 30 2 30

神 経 内 科 学 Ⅰ 2 30 2 30

神 経 内 科 学 Ⅱ 2 30 2 30

精 神 医 学 Ⅰ 2 30 2 30

精 神 医 学 Ⅱ 2 30 2 30

臨 床 心 理 学 2 30 2 30

整 形 外 科 学 Ⅰ 2 30 2 30

整 形 外 科 学 Ⅱ 2 30 2 30

基 礎 臨 床 医 学 Ⅰ 2 30 2 30 栄養・救急救
命・予防

基 礎 臨 床 医 学 Ⅱ 2 30 2 30 薬学・画像

臨 床 医 学 Ⅰ 2 30 2 30 外科学・脳神
経外科学

臨 床 医 学 Ⅱ 2 30 2 30 内科学・小児
科学

臨 床 医 学 Ⅲ 2 30 2 30 一般臨床医学 14

保健医療福祉と

リハビリテーション

の理念

リハビリテーション医学概論 2 30 2 30

社 会 福 祉 学 1 15 1 15

医学倫理・職業倫理学 2 30 2 30

公 衆 衛 生 学 1 15 1 15

地域包括ケアシステム論 2 30 2 30
自立支援・就
労支援及び多
職種連携含む

4

専門基礎分野 小　　　計 35 555 24 375 0 0 0 0 59 930 30

〈３・４年次〉
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分
野

教 育 内 容 科　目　名
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

単位数 時間数 備 考
厚　生
労働省
基　準単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数

専

門

分

野

基礎作業療法学

作 業 療 法 概 論 1 30 1 30

作 業 分 析 学 Ⅰ 1 30 1 30

作 業 分 析 学 Ⅱ 1 30 1 30

基礎作業技法演習 2 60 2 60

臨 床 見 学 演 習 1 30 1 30

基礎作業療法学演習Ⅰ 2 60 2 60

基礎作業療法学演習Ⅱ 2 60 2 60

基礎作業療法学演習Ⅲ 1 30 1 30 5

作業療法管理学
職場管理・リスクマネジメント論 1 30 1 30

作 業 療 法 管 理 学 1 30 1 30
作業療法教育及

び職業倫理含む 2

作業療法評価学

作業療法評価学Ⅰ 1 30 1 30

作業療法評価学Ⅱ 1 30 1 30

作業療法評価学Ⅲ 2 60 2 60

作業療法評価学Ⅳ 1 30 1 30

作業療法評価学Ⅴ 1 30 1 30

画 像 評 価 学 1 30 1 30 5

作業療法治療学

作業療法治療学概論 1 30 1 30

作業療法治療学Ⅰ 1 30 1 30

作業療法治療学Ⅰ演習 2 60 2 60

作業療法治療学Ⅱ 1 30 1 30

作業療法治療学Ⅱ演習 2 60 2 60

作業療法治療学Ⅲ 1 30 1 30

作業療法治療学Ⅲ演習 2 60 2 60

作業療法治療学Ⅳ 2 60 2 60

作業療法治療学Ⅴ 2 60 2 60

作業療法治療学Ⅵ 1 30 1 30
喀痰等の
吸引含む

日 常 生 活 活 動 学 1 30 1 30

義 肢 装 具 学 1 30 1 30

ファシリテーション演習Ⅰ 1 30 1 30

ファシリテーション演習Ⅱ 1 30 1 30

作業療法学研究Ⅰ 1 30 1 30

作業療法学研究Ⅱ 1 40 1 40
卒業論文
作成含む 19

地域作業療法学

地域作業療法学概論 1 30 1 30

生 活 環 境 論 2 60 2 60

地域作業療法学技術論 1 30 1 30 4

臨 床 実 習

見学実習Ⅰ（身体機能系） 1 40 1 40

見学実習Ⅱ（精神機能系） 1 40 1 40

評価実習Ⅰ（身体機能系） 3 120 3 120

評価実習Ⅱ（精神機能系） 3 120 3 120

臨床実習Ⅰ（総合 ) 8 360 8 360

臨床実習Ⅱ（総合） 8 360 8 360

地域作業療法学実習 1 40 1 40 22

専　門　分　野 小　　　計 6 180 15 470 31 990 18 800 70 2440 57

総　　　計 52 915 45 965 33 1020 18 800 148 3700 101
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

科学的思考の基盤
人間と生活　社会の理解

科目名 教　育　学

代 表 講 師 石　村　秀　登　（所属：熊本県立大学共通教育センター）

授 業 方 法 講　義 単位数 2 学期・回数 前期：15 回（30 時間）

授 業 概 要
教育は、人間がこの社会の中で存在するために必要不可欠な営みである。教育のはたらきの基礎を学
び、教育のさまざまな姿を知る。

到 達 目 標
社会的・文化的背景をふまえた人間理解を目指し、医療と教育との関わりについて考察することがで
きるようにする。

成績評価の方法と基準 学期末試験で評価する。

テキスト・教材等 テキストは使用しない。印刷資料、映像資料などをその都度用意する。

回　数 授　　業　　内　　容

第１回 オリエンテーション：教育学とは何か

第２回 教育の必要性と可能性①：野性の少年

第３回 教育の必要性と可能性②：遺伝と環境

第４回 教育の目的：何のために教育するのか

第５回 教育の歴史と思想①：わが国の教育の歴史と思想①

第６回 教育の歴史と思想②：わが国の教育の歴史と思想②

第７回 教育の歴史と思想③：西洋の教育の歴史と思想

第８回 教育の現状①：学校教育の制度と内容

第９回 教育の現状②：学校教育の課題

第10回 教育の現状③：家族と教育

第11回 医療と教育①：科学の発展と教育

第12回 医療と教育②：教育学における人間学的見方

第13回 特別支援教育①：障がいと教育

第14回 特別支援教育②：特別支援教育の現状と歴史

第15回 試　験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

基礎作業療法学 科目名 作業分析学Ⅱ

代 表 講 師 　髙　木　勝　隆 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 1 学期・回数 後期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士業務に携わった経験を持つ教員が、作業分析の視点や考え方について講義し、作業におけ
る生物的、心理的、社会的、文化的関係を含めた包括的作業分析と限定的作業分析の演習を行う。

授 業 概 要
作業分析及び作業心理学の概要、人間工学の手法について講義を行い、包括的作業分析と限定的作業
分析方法を用い演習を行う。

到 達 目 標

・�対象者に適応した作業と作業療法治療に用いる作業活動について、運動学的と人間工学的視点、作
業療法独自の理論を基盤として述べることができる。

・�作業学における生物的、心理的、社会的、文化的関係まで含めた包括的作業分析と限定的作業分析
について説明することができる。

・日常生活活動及び作業について、分析機器や評価尺度を活用し分析することができる。
・作業療法士が用いる作業活動とその治療的意義を基に分析することができる。
・分析した内容を報告することができる。

成績評価の方法と基準 レポート (20％）、筆記試験 (30％）、発表（50％）

テキスト・教材等
『作業療法学全書 第 1巻　作業療法概論』、『作業療法学全書 第 2巻　基礎作業学』、『基礎運動
学』、『計測法入門　計り方，計る意味』、『臨床評価指標入門　適用と解釈のポイント』

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 作業療法における作業：作業の定義、分類、人間と作業 渕野浩二

第２回
作業学と作業療法についての定義・分類：�作業療法の目的、対象、手段、作業の意味、

作業バランス、作業的存在
〃

第３回 作業心理学：欲求と動因、動機づけ、適性、性格、興味、価値観 髙木勝隆

第４回 作業心理学：疲労、適合と段階付け、指導法の一般的事項 〃

第５回 人間工学の手法：生理的機能の測定と評価、心理的機能に関する主観的調査と評価
池田裕輔
川口航平

第６回
作業分析：�還元主義的作業分析、包括的作業分析、限定的作業分析、各種治療理論と作

業分析
〃

第７回 作業分析：分析機器（重心動揺計、筋電図、三次元動作解析装置） 〃

第８回 作業分析：作業分析計画の作成
髙木・渕野
池田・川口

第９回 作業分析演習：日常生活活動および作業分析 〃

第10回 作業分析演習：日常生活活動および作業分析 〃

第11回 作業分析演習：日常生活活動および作業分析 〃

第12回 作業分析演習：日常生活活動および作業分析 〃

第13回 作業分析演習：日常生活活動および作業分析 〃

第14回 作業分析演習：リポート作成および報告 〃

第15回 試  験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

基礎作業療法学 科目名 基礎作業療法学演習Ⅲ

代 表 講 師 　矢　形　あゆみ （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 1 学期・回数 前期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

精神障害領域における作業療法に携わった経験のある教員が、精神障害のある対象者に対する作業療
法を実施するために必要な基礎的知識を講義する。

授 業 概 要
作業療法場面において必要な臨床医学 ( 精神医学、臨床心理学 ) の基礎的知識を講義・演習を通して
学ぶ。

到 達 目 標
１．各疾患の特徴を説明することができる。
２．防衛機制について具体例を用いて説明することができる。
３．心理療法・心理検査・学習理論・心理発達について、各内容を説明することができる。

成績評価の方法と基準 筆記試験（80％）、小テスト（20％）

テキスト・教材等
『標準理学療法学・作業療法学　精神医学』、『PT・OT 国家試験 共通問題 でるもん・でたもん 
臨床医学』

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 精神医学①　精神機能の障害と精神症状について理解する (1) 矢形あゆみ

第２回 精神医学②　精神機能の障害と精神症状について理解する (2) 〃

第３回 精神医学③　統合失調症 (1) 〃

第４回 精神医学④　統合失調症 (2) 〃

第５回 精神医学⑤　気分症（気分障害） 〃

第６回 精神医学⑥　パーソナリティ症（パーソナリティ障害） 〃

第７回 精神医学⑦　摂食症・睡眠ー覚醒障害など（生理的要因に関連する行動症候群） 〃

第８回 精神医学⑧　物質使用症（精神作用物質使用による精神・行動の障害） 〃

第９回 精神医学⑨　不安症・強迫症・ストレス関連症（神経症性障害・ストレス関連障害など） 〃

第10回 臨床心理学①　防衛機制 川口航平

第11回 臨床心理学②　心理療法 〃

第12回 臨床心理学③　心理検査 (1) 〃

第13回 臨床心理学④　心理検査 (2) 〃

第14回 臨床心理学⑤　学習理論、心理発達 〃

第15回 試  験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法管理学 科目名 職場管理・リスクマネジメント論

代 表 講 師
　青　山　和　美 （所属：にしくまもと病院）
　髙　木　勝　隆（所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 1 学期・回数 後期：15 回（30 時間）

授 業 概 要
健全な組織運営に必要な労務・人・医療安全・報酬・情報等の管理について、法・制度や倫理の視点
から構造を学習する。また、医療安全管理については、院内感染や医療事故等を未然に防ぐ具体的対
策を考え、演習を通して、より実践的に学ぶ。

到 達 目 標

・各管理の目的について説明ができる。　
・安全管理の目的について説明ができる。 
・予見したリスクや対策について考えを発言できる。
・学生生活や臨床実習時に、安全管理に基づいた行動がとれる。

成績評価の方法と基準 筆記試験　100％

テキスト・教材等
テキスト：リハビリテーション医療における安全管理・推進のためのガイドライン第 2版
配布資料：リハビリテーションリスク管理ハンドブック、訪問リハ危険予知トレーニング、他

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 リハビリテーションにおけるリスク管理　総論① 髙木勝隆

第２回 リハビリテーションにおけるリスク管理　総論② 〃

第３回 　リハ医療における職場管理 ： 概論、人の管理、接遇・倫理、患者の権利 青山和美

第４回 　リハ医療における安全管理 ： 身体拘束、診療記録、個人情報 〃

第５回 　リハ医療における安全管理 ： 概論、処方箋、施設整備、インシデント・アクシデント 〃

第６回
　リハ医療における安全管理 ： �急変時対応、転倒対策、チューブ管理、誤認対策、離院

対策
〃

第７回 　リハ医療における安全管理 ： KYT・KYT 演習 〃

第８回 　リハ医療における安全管理 ： 根本原因分析法（RCA）、RCA 演習 〃

第９回 　リハ医療における安全管理 ： 院内感染対策 〃

第10回
疾患ごとの急変予測
　脳卒中①

髙木勝隆

第11回
疾患ごとの急変予測
　脳卒中②

〃

第12回
疾患ごとの急変予測
　運動器疾患①

〃

第13回
疾患ごとの急変予測
　運動器疾患②

〃

第14回
疾患ごとの急変予測
　糖尿病

〃

第15回 試  験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法管理学 科目名 作業療法管理学

代 表 講 師 　髙　木　勝　隆 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 1 学期・回数 後期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士として、職能団体の役員を担う教員が、作業療法管理の必要性と組織における管理のあり方、
社会保障の概要、および職能団体における活動概要等について講義・演習する。

授 業 概 要

作業療法士として、作業療法部門の業務を適正に管理運営するにあたっての管理についての理解を深
め、国家資格取得後に現場で活動する医療人・組織人としての資質を高めることを目的とする。チー
ムの一員としてまた、管理者として求められる社会保障制度の概要や職場での管理業務・リスク管理
のあり方、自己管理や学生指導の基本的考え方等について理解を深める。職能団体の活動状況の理解
を踏まえ、広く国民の医療・保健・福祉の向上に資するための取り組みについて学ぶ。

到 達 目 標

作業療法管理学の必要性を説明できる。
病院等の組織とその管理のあり方を説明できる。
社会保障の概要を説明できる
職能団体の活動内容について説明できる。

成績評価の方法と基準 小テスト 30％、定期試験 70％

テキスト・教材等 『作業療法学全書 第 1 巻 作業療法概論』、『作業療法技術ガイド』、配布資料

回　数 授　　業　　内　　容

第１回
作業療法と管理学の背景
・ 作業療法士教育における管理学の必要性

第２回 組織：目的、機能・役割

第３回 組織の構成：縦の関係・横の関係、職種間連携のあり方

第４回 部門管理と運営

第５回 作業療法士の職業人としての責任

第６回 職業人としての倫理

第７回 作業療法士の生涯教育・生涯学修

第８回
社会保障制度
　医療保険

第９回
社会保障制度
　介護保険

第10回
社会保障制度
　障害者福祉

第11回
作業療法分門の管理
　時間・空間他

第12回
作業療法分門の管理
　時間・空間他

第13回
作業療法分門の管理
　時間・空間他

第14回 日本作業療法士協会・熊本県作業療法士会の活動

第15回 試  験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法評価学 科目名 作業療法評価学Ⅲ

代 表 講 師
　益　滿　美　寿 （所属：熊本保健科学大学）
　田　河　和　代 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 2 学期・回数 前・後期：30 回（60 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法業務に携わった経験を持つ教員等が、身体障害領域・精神障害領域・職業関連活動・老年期
障害領域・発達障害領域において、作業療法評価における基礎的な考え方及び使用される検査内容と
検査主義について講義する。

授 業 概 要 各領域、疾患に対する評価に必要な知識や技術を講義・演習を通して学ぶ。

到 達 目 標
１. 作業療法評価における基礎的な考え方を習得することができる。
２. 作業療法評価に使用される検査内容を理解し説明することができる。
３. 作業療法評価に使用される各検査技法を習得することができる。

成績評価の方法と基準

・前期：第１回～14回：筆記試験（100%）
・後期：第16回～21回：筆記試験（75％）、レポート（25％）
　　  　第22回～25回：筆記試験（100％）
　　　  第26回～29回：筆記試験（100％

テキスト・教材等

『作業療法学全書第４巻　作業治療学１　身体障害』、『作業療法学全書第５巻　作業治療学２　
精神障害』、『作業療法学全書第７巻　作業治療学４　老年期』、『作業療法学全書第８巻　作業
治療学５　高次脳機能障害』、『図解　作業療法技術ガイド』、『《標準作業療法学専門分野》作業
療法評価学』、『臨床評価指標入門　適用と解釈のポイント』、配布資料

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 気分と疲労のチェックリスト・ウォッチングリスト・作業遂行能力の評価他　演習 矢形あゆみ

第２回 気分と疲労のチェックリスト・ウォッチングリスト・作業遂行能力の評価他　演習 〃

第３回 精神障害者ケアアセスメント他　演習 〃

第４回 精神障害者ケアアセスメント他　演習 〃

第５回
Br.stage、上田の１２段階グレード法、協調性検査、脳神経検査、平衡機能検査、機能
的筋力検査　他

渕野浩二

第６回 身体障害領域の評価（中枢神経障害・高次脳機能障害）演習 〃

第７回 身体障害領域の評価（中枢神経障害・高次脳機能障害）演習 〃

第８回 身体障害領域の評価（中枢神経障害・高次脳機能障害）演習 〃

第９回 VPTA、SPTA-R、CAT、TMT、BADS、RBMT、三宅式記銘力検査　他 〃

第10回 身体障害領域の評価（中枢神経障害・高次脳機能障害）演習 〃

第11回 身体障害領域の評価（中枢神経障害・高次脳機能障害）演習 〃

第12回 身体障害領域の評価（中枢神経障害・高次脳機能障害）演習 〃

第13回 身体障害領域の評価（中枢神経障害・高次脳機能障害）演習 〃

第14回 身体障害領域の評価（中枢神経障害・高次脳機能障害）演習 〃

第15回 試　験

第16回
身体障害領域の評価（運動器障害）演習：�血圧、脈拍測定、STEF，SW-T，握力，ピンチ力，

2PD，手指機能検査 他
髙木勝隆

第17回
身体障害領域の評価（運動器障害）演習：�血圧、脈拍測定、STEF，SW-T，握力，ピンチ力，

2PD，手指機能検査 他
〃

第18回 一般職業適性検査（ＧＡＴＢ），職務分析 〃

第19回 一般職業適性検査（ＧＡＴＢ），職務分析 〃

第20回 一般職業適性検査（ＧＡＴＢ），職務分析 〃

第21回 一般職業適性検査（ＧＡＴＢ），職務分析 〃
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回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第22回 老年期障害領域の評価（観察のポイント） 田河和代

第23回 老年期障害領域の評価 〃

第24回 老年期障害領域の評価　演習 〃

第25回 老年期障害領域の評価　演習 〃

第26回 発達障害領域の評価　演習　（家族との面接、発達検査における留意点） 益滿美寿

第27回 発達障害領域の評価　演習　（発達全般を評価する検査、運動機能の評価） 〃

第28回 発達障害領域の評価　演習　（感覚統合機能の評価、視知覚・視覚認知の評価、行動の評価） 〃

第29回 発達障害領域の評価　演習　（作業遂行・身辺処理の評価、疾患・障害による評価の選択） 〃

第30回 試  験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法評価学 科目名 作業療法評価学Ⅳ

代 表 講 師 　渕　野　浩　二 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 1 学期・回数 後期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士業務に携わった経験を持つ教員が、身体障害領域・精神障害領域・老年期障害領域におい
て心身機能と構造、活動と参加、背景因子との関連性をアセスメントシートを通し、作業療法評価の
視点や考え方について解説する。

授 業 概 要
事例（脳血管障害、統合失調症、認知症等）を用い、作業療法評価の視点や評価結果から心身機能と構造、
活動と参加、背景因子との関連性を考察し、熊リハ版アセスメントシートを通し講義・演習を行う。

到 達 目 標
・各領域の障害評価について客観的なデータに基づいて分析することができる。
・アセスメントシートに従って障害を構造化し課題に対して作業療法目標を設定することができる。
・作業療法目標に沿って，より具体的な作業療法実践プログラムを計画することができる。

成績評価の方法と基準 熊リハ版アセスメントシート課題提出（100％）

テキスト・教材等

『作業療法学全書 第４巻 作業治療学１ 身体障害』、『作業療法学全書 第５巻 作業治療学２ 精
神障害』、『作業療法学全書 第７巻 作業治療学４ 老年期』、『作業療法学全書 第８巻作業治療
学５ 高次脳機能障害』、『標準作業療法学「作業療法評価学」』、『図解作業療法技術ガイド』、『作
業療法マニュアル　生活行為向上マネジメント』、配布資料

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 身体障害の事例検討 （脳血管障害）
渕野浩二
池田裕輔

第２回 身体障害領域の評価 まとめ 〃

第３回 身体障害領域の評価 まとめ 〃

第４回 身体障害領域の評価 まとめ 〃

第５回 身体障害領域の評価 まとめ 〃

第６回 精神障害領域の事例検討 （統合失調症） 矢形あゆみ

第７回 精神障害領域の評価 まとめ 〃

第８回 精神障害領域の評価 まとめ 〃

第９回 精神障害領域の評価 まとめ 〃

第10回 精神障害領域の評価 まとめ 〃

第11回 老年期障害領域の事例検討（認知症等） 川口航平

第12回 老年期障害領域の評価　まとめ 〃

第13回 老年期障害領域の評価　まとめ 〃

第14回 老年期障害領域の評価　まとめ 〃

第15回 老年期障害領域の評価　まとめ 〃
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法評価学 科目名 作業療法評価学Ⅴ

代 表 講 師 　川　口　航　平（所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 1 学期・回数 後期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法の実務経験のある教員が、身体障害領域・精神障害領域における作業療法評価を模擬患者に
実施できるよう指導する。

授 業 概 要
OSCE（客観的臨床能力評価）とは、「技能・態度」の医学教育における客観的能力評価である。
臨床実習開始前 OSCE にて身体障害領域・精神障害領域における手技の確認を行う。

到 達 目 標
Ⅰ．精神障害領域におけるコミュニケーション技法、面接技法を模擬患者に実践することができる。
Ⅱ．�身体障害領域における関節可動域測定、筋力訓練、形態測定、感覚検査、反射検査を模擬患者に

実践することができる。

成績評価の方法と基準 実技習熟度確認テスト（100％）

テキスト・教材等

『PT・OT のための臨床技能と OSCE（Web 動画付き）コミュニケーションと介助・検査測定編』、『新・
徒手筋力検査法』、『PT・OT のための測定評価　形態測定・感覚検査・反射検査』、『臨床ＲＯＭ 
第２版―測定からエクササイズまで【Web 動画付き】』、『ベッドサイドの神経の診かた』、『作業
療法面接技術－ストーリーの共有を目指して－』

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 OSCE オリエンテーション
川口航平
専任講師

第２回 関節可動域測定（上肢、手指、下肢） 〃

第３回 関節可動域測定（上肢、手指、下肢） 実技試験 〃

第４回 筋力測定（MMT　上肢、手指、下肢） 〃

第５回 筋力測定（MMT　上肢、手指、下肢） 実技試験 〃

第６回 形態測定（前腕周径、下肢長） 〃

第７回 形態測定（前腕周径、下肢長） 実技試験 〃

第８回 感覚検査（触覚検査、受動運動覚検査） 〃

第９回 感覚検査（触覚検査、受動運動覚検査） 実技試験 〃

第10回 反射検査（腱反射、病的反射） 〃

第11回 反射検査（腱反射、病的反射） 実技試験 〃

第12回 コミュニケーション技法（インテーク面接） 〃

第13回 コミュニケーション技法（インテーク面接）　実技試験 〃

第14回 療法士面接（作業面接） 〃

第15回 療法士面接（作業面接）実技試験 〃
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法評価学 科目名 画像評価学

代 表 講 師 　田  河  和  代（所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 1 学期・回数 前期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士業務に携わった経験を持つ教員が、身体障害領域・精神障害領域・老年期障害領域において、
作業療法評価で必要となる画像情報の利用について解説する。

授 業 概 要 各領域、疾患に対する評価に必要な画像情報の利用について、講義・演習を通して学ぶ。

到 達 目 標

脳血管障害、脊髄損傷、内部障害（呼吸・循環）、整形外科関連障害、老年期障害、精神障害、難病他
の画像情報を読み取ることがことができる。
脳血管障害、脊髄損傷、整形外科関連障害、内部障害（呼吸・循環）、老年期障害、精神障害、難病他
の画像情報を作業療法評価と関連付けて説明できる。

成績評価の方法と基準 筆記試験 100％

テキスト・教材等

『作業療法学全書 第４巻 作業治療学１ 身体障害』、『作業療法学全書 第５巻 作業治療学２ 精
神障害』、『作業療法学全書 第７巻 作業治療学４ 老年期』、『作業療法学全書 第８巻 作業治療
学５高次脳機能障害』、『図解作業療法技術ガイド』、『《標準作業療法学専門分野》作業療法評価
学』、『臨床評価指標入門 適用と解釈のポイント』、『リハビリテーション医療に活かす画像のみ
かた　症例から学び障害を読み解く』、配布資料

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 脳血管障害 島崎一也

第２回 脳血管障害 〃

第３回 脊髄損傷 〃

第４回 脊髄損傷 〃

第５回 内部障害（呼吸・循環） 池田裕輔

第６回 内部障害（呼吸・循環） 〃

第７回 難病・他 島崎一也

第８回 難病・他 〃

第９回 整形外科関連障害 〃

第10回 整形外科関連障害 〃

第11回 老年期障害 田河和代

第12回 老年期障害 〃

第13回 精神障害 矢形あゆみ

第14回 精神障害 〃

第15回 試  験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法治療学 科目名 作業療法治療学Ⅰ演習

代 表 講 師 　渕　野　浩　二 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 2 学期・回数 前期：30 回（60 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

身体障害領域の病院での勤務経験のある作業療法士の教員がその経験を活かし、各疾患の作業療法評
価およびゴール設定、作業療法アプローチの組み立てを指導する。

授 業 概 要
知識は予習で学習を行い、応用演習問題を用いてディスカッションを行いながら応用力を高める。中
枢神経疾患の作業療法について作業療法評価計画とアプローチ方法をチーム基盤型学習（TBL）にて講
義と演習を行う。

到 達 目 標

１. 問題発見と問題解決のための学習計画を立てることができる。
２. 学習に必要な学習資源（文献・資料）を自分で適切なものを選択できるようになる。
３. �中枢疾患（脳血管障害、頭部外傷）、整形外科疾患（脊髄損傷・切断）等の各疾患の障害像を説明

できる。
４. 各疾患の作業療法評価およびゴール設定を組み立てることができる。
５. 各疾患の作業療法アプローチを組み立てることができる。

成績評価の方法と基準 IRAT（25％）、TRAT（20％）、ピア評価（15％）、学習ポートフォリオ（10％）、応用演習問題（30％）

テキスト・教材等
『作業療法全書　第４巻　作業治療学１　身体障害』、『作業療法全　第８巻　作業治療学５　高
次脳機能障害』、『作業療法全書第９巻　作業技術学１　義肢装具学』、『図解　作業療法技術ガ
イド』、『病気がみえる〈vol. ７〉脳・神経』

回　数 授　　業　　内　　容

第１回 脳血管障害の作業療法　ユニット１：急性期

第２回 脳血管障害の作業療法　ユニット１：急性期

第３回 脳血管障害の作業療法　ユニット１：急性期

第４回 脳血管障害の作業療法　ユニット２：回復期

第５回 脳血管障害の作業療法　ユニット２：回復期

第６回 脳血管障害の作業療法　ユニット３：回復期

第７回 脳血管障害の作業療法　ユニット３：回復期

第８回 脳血管障害の作業療法　ユニット４：生活期

第９回 脳血管障害の作業療法　ユニット４：生活期

第10回 脳血管障害の作業療法　ユニット４：生活期

第11回 脳血管障害の作業療法　ユニット５：高次脳機能障害（右半球）

第12回 脳血管障害の作業療法　ユニット５：高次脳機能障害（右半球）

第13回 脳血管障害の作業療法　ユニット５：高次脳機能障害（右半球）

第14回 脳血管障害の作業療法　ユニット６：高次脳機能障害（左半球）

第15回 脳血管障害の作業療法　ユニット６：高次脳機能障害（左半球）

第16回 脳血管障害の作業療法　ユニット６：高次脳機能障害（左半球）

第17回 脳血管障害の作業療法　ユニット７：頭部外傷

第18回 脳血管障害の作業療法　ユニット７：頭部外傷

第19回 脳血管障害の作業療法　ユニット７：頭部外傷

第20回 脳血管障害の作業療法　ユニット７：頭部外傷

第21回 頸髄損傷の作業療法　ユニット８：急性期

第22回 頸髄損傷の作業療法　ユニット８：急性期

第23回 頸髄損傷の作業療法　ユニット８：急性期

第24回 頸髄損傷の作業療法　ユニット９：回復期

第25回 頸髄損傷の作業療法　ユニット９：回復期

第26回 頸髄損傷の作業療法　ユニット９：回復期

第27回 上肢切断と作業療法　ユニット１０：回復期

第28回 上肢切断と作業療法　ユニット１０：回復期

第29回 上肢切断と作業療法　ユニット１０：回復期

第30回 上肢切断と作業療法　ユニット１０：回復期
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法治療学 科目名 作業療法治療学Ⅱ演習

代 表 講 師
　松　元　義　彦 （所属：(株 )カクイックスウィング鹿児島中央営業所）
　髙　木　勝　隆 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 2 学期・回数 前期：30 回（60 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

松元：総合病院に勤務していた作業療法士が、整形外科疾患に対する作業療法の経験を活かし講義する。
髙木：�作業療法士として病院に勤務していた教員が、対象者の評価、治療、日常生活活動指導等の経

験を活かし、主として整形外科疾患に対する作業療法に関する基本的知識について講義する。

授 業 概 要
作業療法の対象となる疾患のうち、主として整形外科関連の対象に対して、疾患の基礎知識と作業療
法評価、治療について講義する。また、自助具やスプリントの製作実習を通して、必要な製作技術を
講義する。

到 達 目 標

・関節リウマチの手指変形発生機序について説明することができる。
・末梢神経損傷の基礎知識と作業療法評価、治療を説明することができる。
・骨折、手指腱損傷、熱傷の基礎知識と作業療法評価、治療を説明することができる。　
・自助具及びスプリントを用いた技法についてその製作実習を通し理解し、技術を習得する。

成績評価の方法と基準 定期試験 100％

テキスト・教材等
『作業療法学全書 第 4 巻 作業治療学 1 身体障害』、『《標準作業療法学 専門分野》作業療法評
価学』、『標準整形外科学』、『病気が見える＜ vol.11 ＞運動器・整形外科』、『基礎運動学』、『作
業療法技術ガイド』、『手作り自助具の工作技術』、配布資料

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 関節リウマチに対する OT：変形の発生機序 髙木勝隆

第２回 関節リウマチに対する OT：変形の発生機序 〃

第３回 末梢神経損傷：末梢神経損傷の基礎知識、発生機序、臨床症状、一般的治療 〃

第４回 末梢神経損傷：末梢神経損傷の基礎知識、発生機序、臨床症状、一般的治療 〃

第５回 末梢神経損傷：腕神経叢の解剖 〃

第６回 末梢神経損傷：各固有末梢神経損傷の概要 〃

第７回 末梢神経損傷：各固有末梢神経損傷の概要 〃

第８回 末梢神経損傷：各固有末梢神経損傷の概要 〃

第９回 末梢神経損傷：OT 評価（評価の目的、神経機能評価、心理精神面の評価、社会面の評価） 〃

第10回 末梢神経損傷：OT 評価（評価の目的、神経機能評価、心理精神面の評価、社会面の評価） 〃

第11回 末梢神経損傷：OT 評価（評価の目的、神経機能評価、心理精神面の評価、社会面の評価） 〃

第12回 末梢神経損傷：OT 治療（回復性及び非回復性の麻痺の治療、手の統合機能） 〃

第13回 末梢神経損傷：OT 治療（回復性及び非回復性の麻痺の治療、手の統合機能） 〃

第14回 手指腱損傷：OT 評価（検査方法の紹介と説明） 〃

第15回 手指腱損傷：OT 治療（スプリント、ハンドセラピィ） 〃

第16回 骨折：基礎知識（定義、種類と分類、症状、合併症、整復固定） 〃

第17回 骨折：OT 評価（目的と留意点、固定・脱固定期間の治療） 〃

第18回 熱傷の基礎知識と OT：上皮の構造、熱傷の程度、OT評価、注意事項、OT治療、禁忌事項 〃

第19回 自助具：Ⅰ．自助具とは　Ⅱ．自助具作製のプロセス　 〃

第20回 自助具：Ⅲ．自助具の実際（上肢機能障害と自助具適合の為のヒントとポイント） 〃

第21回 自助具：Ⅳ .自助具製作のプロセス 〃

第22回 自助具：Ⅴ．製作実習（リーチャー２種） 〃

第23回 自助具：Ⅴ．製作実習（リーチャー２種） 〃

第24回
スプリント：Ⅰ．装具の用語について　Ⅱ．手の機能解剖、Ⅲ．装着目的　Ⅳ．分類　
　　　　　　Ⅴ．材料と特性

松元義彦

第25回
スプリント：Ⅵ．上肢の主な障害と使用スプリント　Ⅶ．スプリントの力学的原則　
　　　　　　Ⅷ．ＯＴの役割　Ⅸ．スプリントの条件

〃

第26回 スプリント：Ⅹ．製作について　ⅩⅠ．処方について 〃

第27回 スプリント：ⅩⅡ．製作実習（ring type splint/cock up splint） 〃

第28回 スプリント：ⅩⅡ．製作実習（ring type splint/cock up splint） 〃

第29回 スプリント：ⅩⅡ．製作実習（ring type splint/cock up splint） 〃

第30回 試  験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法治療学 科目名 作業療法治療学Ⅲ演習

代 表 講 師 　矢　形　あゆみ （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 2 学期・回数 前期：30 回（60 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

精神障害領域における作業療法に携わった経験のある教員が、精神障害のある対象者に対する作業療
法を実施するために必要な知識・技術・態度について講義・指導する。

授 業 概 要
模擬事例を通し、臨床場面に沿った流れで、評価から作業療法実施まで行う。また、グループごとの
まとめや精神障害の経験者からの講話および語りを通して、精神障害の理解を深める。

到 達 目 標

１．�統合失調症の事例について、情報の整理・必要な評価項目の列挙・実施・プログラム立案をグル
ープおよび個人で行うことができる。

２．�各精神疾患の事例を通して、疾患の障害像を整理し、適切な作業療法をグループで説明すること
ができる。

３．�精神障害の経験を有し、専門職や社会で活躍している方の講話および語りを通して、実体験に基
づく視点と専門的実践について理解する。

成績評価の方法と基準 筆記試験（80％）、ピア評価（20％）

テキスト・教材等
『精神障害と作業療法』、『作業療法学全書　精神障害』、『ひとと集団・場』、『ひとと作業・作業
活動』、『図解作業療法技術ガイド』、『標準理学療法学・作業療法学　精神医学』、『精神疾患の
理解と精神科作業療法第 3版』

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回
オリエンテーション
精神障害に対する作業療法について・事例紹介（統合失調症）

矢形あゆみ

第２回 事例（統合失調症）との出会い 〃

第３回
事例（統合失調症）に対する作業療法評価を考える
事例（統合失調症）について記録する

〃

第４回
事例（統合失調症）に対する作業療法評価を実施する
事例（統合失調症）について記録する

〃

第５回
事例（統合失調症）に対する作業療法評価を実施する
事例（統合失調症）について記録する

〃

第６回
事例（統合失調症）に対する作業療法評価を実施する
事例（統合失調症）の記録をもとに全体像を捉える

〃

第７回
事例（統合失調症）に対する作業療法評価を実施する
事例（統合失調症）について記録する

〃

第８回
事例（統合失調症）に対する作業療法評価を実施する
事例（統合失調症）の記録をもとに全体像を捉える

〃

第９回 事例（統合失調症）の焦点化 〃

第10回 事例（統合失調症）の目標設定・作業療法計画立案 〃

第11回 事例（統合失調症）の作業療法実施 〃

第12回 事例（統合失調症）の作業療法実施 〃

第13回
気分症（気分障害）の理解
事例紹介および疾患の理解

〃

第14回 気分症（気分障害）に対する作業療法 〃

第15回
アルコール依存症・薬物依存症の理解
事例紹介および疾患の理解

〃

第16回 アルコール依存症・薬物依存症に対する作業療法 〃

第17回
ボーダーラインパーソナリティ症（境界性パーソナリティ障害）の理解
事例紹介および疾患の理解

〃

第18回 ボーダーラインパーソナリティ症（境界性パーソナリティ障害）に対する作業療法 〃

第19回
不安症・強迫症・ストレス関連症（神経症性障害）の理解
事例紹介および疾患の理解

〃

第20回 不安症・強迫症・ストレス関連症（神経症性障害）に対する作業療法 〃
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回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第21回
摂食症（摂食障害）の理解
事例紹介および疾患の理解

矢形あゆみ

第22回 摂食症（摂食障害）に対する作業療法 〃

第23回 精神障害作業療法の対象理解～経験を背景にもつ専門職の視点から～「依存症」 非常勤講師

第24回 精神障害作業療法の対象理解～経験を背景にもつ専門職の視点から～「依存症」 〃

第25回 精神障害作業療法の対象理解～現在の活動や経験から～「摂食症（摂食障害）」 〃

第26回 精神障害作業療法の対象理解～現在の活動や経験から～「気分症（気分障害）」 〃

第27回 精神障害作業療法の対象理解～現在の活動や経験から～「気分症（気分障害）」 〃

第28回 地域生活支援と作業療法「精神障害者に対する地域における取り組み」 〃

第29回 地域生活支援と作業療法「精神障害者に対する地域における取り組み」 〃

第30回 試  験
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学 科 作業療法学科
３年次

教育

内容
作業療法治療学 科目名 作業療法治療学Ⅳ

代 表 講 師
益　滿　美　寿 （所属：熊本保健科学大学）
満　永　晴　美 （所属：山鹿温泉リハビリテーション病院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 2 学期・回数 前・後期：30 回（60 時間）

授 業 概 要
・�人間発達の過程と発達課題、発達障害、発達障害に対する評価・治療及び援助の実践を学ぶ。ま
た、発達障害における支援制度や地域における発達支援方法を学ぶ。

到 達 目 標
・�各疾患の臨床像をイメージでき、抱える課題を解決する為の作業療法評価・実践方法を想起できる
ようになる。

評価成績の方法と基準 定期試験 90％　レポート 10％

テキスト・教材等 イラストでわかる発達障害の作業療法　イラストでわかる人間発達学　作業療法評価学（第3版）

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 発達概念（人間発達／ライフステージ／発達課題） 益滿美寿

第２回 心身機能の発達（発達検査） 〃

第３回 心身機能の発達（姿勢反射・反応 1） 〃

第４回 心身機能の発達（姿勢反射・反応 2） 〃

第５回 心身機能の発達（運動発達 0〜 9ヵ月） 〃

第６回 心身機能の発達（上肢機能の発達） 満永晴美

第７回 心身機能の発達（感覚・知覚の発達） 〃

第８回 心身機能の発達（心理社会機能の発達） 〃

第９回 ADL・遊び・余暇活動の発達 〃

第10回 心身機能の発達（運動発達 10 ヵ月〜 2歳） 益滿美寿

第11回 作業療法士の役割と実施場所・形態 満永晴美

第12回 ADL の発達（口腔機能／食事動作の発達） 益滿美寿

第13回 ADL の発達（セルフケア／摂食・嚥下の問題） 〃

第14回 発達障害者支援法・児童福祉に関する法律と制度 〃

第15回 試　験

第16回 発達障害の作業療法／特別支援教育の作業療法 満永晴美

第17回 自閉スぺクトラム症の作業療法／発達性協調運動症の作業療法 〃

第18回 注意欠如多動症の作業療法 〃

第19回 限局性学習症の作業療法 〃

第20回 新生児疾患（NICU 対象児）／被虐待児への作業療法 〃

第21回 脳性まひの作業療法① 益滿美寿

第22回 脳性まひの作業療法② 〃

第23回 脳性まひの作業療法の実際（介入方法） 〃

第24回 重症心身障がいの作業療法 〃

第25回 知的障がいの作業療法 〃

第26回 ダウン症候群の作業療法 〃

第27回 筋ジストロフィー症の作業療法 〃

第28回 二分脊椎・分娩まひの作業療法 〃

第29回 家族支援・育児支援に対する作業療法 〃

第30回 試　験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法治療学 科目名 作業療法治療学Ⅴ

代 表 講 師 　田　河　和　代 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 2 学期・回数 前期：30 回（60 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

実務経験のある教員が、老年期障がいおよび認知症を有する高齢者に対する作業療法の基礎知識・評価・
作業療法アプローチについて指導する。

授 業 概 要
老年期障がいおよび認知症を有する高齢者に対する作業療法の基礎知識・評価・作業療法アプローチ
について講義・演習を行う。

到 達 目 標
・�高齢障がい者及び認知症を有する人の、心身機能の構造・活動・参加・背景因子など、総合的な生
活機能と障がいを理解できる。

・適切な評価方法を学習し、作業療法アプローチを構築することができる。

成績評価の方法と基準 筆記試験（80％）、課題レポート（20％）

テキスト・教材等
『標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　老年学（第 5 版）』、『認知症を持つ人への作業
療法アプローチ視点・プロセス・理論』、『病気がみえる〈vol.7〉脳・神経』、配布資料

回　数 授　　業　　内　　容

第１回 老年期作業療法の理念、高齢期の作業療法士の役割

第２回 社会制度（保健・医療・福祉制度）、介護保険

第３回 老年期の特徴（生活機能遂行要素：老化）

第４回 老年期の特徴（生活機能遂行要素：老化）

第５回 老年期の特徴（生活課題）

第６回 老年期の特徴（老年期の課題）

第７回 廃用症候群について

第８回 加齢に伴う生理的変化、老年症候群

第９回 老年期に注意すること、老年期の介護予防

第10回 寝たきりと閉じこもりについて

第11回 老年期の作業療法プロセス（評価からアプローチ）

第12回 老年期のレクリエーションの考え方

第13回 認知症の基礎知識：認知症の定義・MCI について

第14回 認知症の基礎知識：記憶とは？

第15回 認知症の基礎知識：認知症の分類

第16回 認知症の基礎知識：認知症の分類

第17回 認知症の基礎知識：中核症状・BPSD

第18回 認知症の行動心理学的症状（BPSD に対する具体的対応を考える）

第19回 認知症の基礎知識：薬物療法・非薬物療法

第20回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：認知症を持つ人へのアプローチ

第21回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：作業療法のプロセス、多職種連携

第22回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：評価

第23回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：評価

第24回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：評価

第25回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：作業療法の理論

第26回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：作業療法の理論

第27回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：作業療法の介入・技術

第28回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：作業療法の介入・技術

第29回 認知症をもつ人への作業療法のプロセス：作業療法の介入・技術

第30回 試  験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法治療学 科目名 作業療法治療学Ⅵ

代 表 講 師 　池　田　裕　輔 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 1 学期・回数 後期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士業務に携わった経験を持つ教員が、循環器疾患の病態・症候から作業療法評価ならびに治
療的介入に関する基本的知識と手法について講義する。

授 業 概 要
内部障害に対する作業療法に必要な病態や治療の基礎知識及びリスク管理に関する知識と技術につい
て講義を行う。

到 達 目 標

・心疾患、呼吸器疾患、がんの臨床像について述べることができる。
・心疾患、呼吸器疾患、がんのリスク管理について説明することができる。
・心疾患、呼吸器疾患、がんに対するリハビリテーションと作業療法について説明することができる。
・喀痰吸引の目的と方法、手順について説明することができる。

成績評価の方法と基準 確認テスト（20％）、理解度テスト（20％）、レポート（20％）、学習ポートフォリオ（40％）

テキスト・教材等
『作業療法技術ガイド』、『病気がみえる 〈vol.2〉循環器』、『病気がみえる 〈vol.4〉 呼吸器』、『か
らだがみえる　人体の構造と機能』

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 心疾患の作業療法① ： 循環器系の構造と機能について 池田裕輔

第２回 心疾患の作業療法② ： 循環器疾患の病態について 〃

第３回 心疾患の作業療法③ ： 循環器疾患の病態について 〃

第４回 心疾患の作業療法④ ： 心疾患の評価（心電図） とリスク管理 〃

第５回 心疾患の作業療法⑤ ： 心疾患に対する運動処方と作業療法評価について 〃

第６回 心疾患の作業療法⑥ ： 心疾患の作業療法 〃

第７回 呼吸器疾患の作業療法① ： 呼吸のメカニズム、解剖生理 〃

第８回 呼吸器疾患の作業療法② ： 呼吸器疾患の病態について 〃

第９回 呼吸器疾患の作業療法③ ： 呼吸器疾患の評価とリスク管理 〃

第10回 呼吸器疾患の作業療法④ ： 呼吸器疾患のリハビリテーション概要と生活指導 〃

第11回 呼吸器疾患の作業療法⑤ ： 呼吸器疾患の作業療法 〃

第12回 呼吸器疾患の作業療法⑥ ： 喀痰吸引
渕野浩二
池田裕輔

第13回 がんの作業療法① ： がんの病態について 池田裕輔

第14回 がんの作業療法③ ： がんリハビリテーションに対する作業療法士の役割 〃

第15回 がんの作業療法④ ： がんの作業療法 〃

－225－



学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

作業療法治療学 科目名 作業療法学研究Ⅰ

代 表 講 師 　髙　木　勝　隆 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・演習 単位数 1 学期・回数 前期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士として病院等に勤務していた教員が、学会発表等の経験を活かし、研究計画書作成に関す
る基本的知識について講義する。

授 業 概 要 作業療法における研究について、基本的事項，研究計画書作成について講義する。

到 達 目 標
・作業療法における研究について、その位置づけや意味について説明できる。
・研究の方法や種類について説明できる。
・4年次の作業療法学研究Ⅱで行う研究計画書を作成できる。

成績評価の方法と基準 定期試験 100％

テキスト・教材等
・『《標準作業療法学 専門分野》作業療法研究法』
・配布資料

回　数 授　　業　　内　　容

第１回 研究法概論①

第２回 研究法概論②

第３回 研究法概論③

第４回 研究法概論④

第５回 研究デザイン①

第６回 研究デザイン②

第７回 研究デザイン③

第８回 研究デザイン④

第９回 研究と倫理①

第10回 研究と倫理②

第11回 研究と倫理③

第12回 作業療法学研究①

第13回 作業療法学研究②

第14回 作業療法学研究③

第15回 試  験
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

地域作業療法学 科目名 地域作業療法学概論

代 表 講 師 　田　河　和　代 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講　義 単位数 1 学期・回数 後期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士業務に携わった経験を持つ教員が、地域作業療法に必要な考え方、支援方法について指導
する。

授 業 概 要
地域リハビリテーションの概念、各領域における地域生活支援、地域作業療法の実際についての講義、
グループワーク

到 達 目 標
・地域作業療法の基本（評価・多職種連携）を説明することができる。
・各領域での作業療法士の活動内容と役割を理解し説明できる。
・各領域での地域生活支援をグループワーク等を通して考察し説明することができる。

成績評価の方法と基準 講義中の講義レポートを含む形成的評価（80%)　課題レポート（20%）

テキスト・教材等 『作業療法学講座　地域作業療法学』、配布資料

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 地域作業療法の概要 田河和代

第２回 地域作業療法に必要な制度及び連携の知識 〃

第３回 地域作業療法のリスク管理 〃

第４回 地域作業療法学：訪問リハビリテーションにおける作業療法士の役割 〃

第５回 地域作業療法学：通所リハビリテーションにおける作業療法士の役割 〃

第６回 地域作業療法学：精神科領域における作業療法士の役割 〃

第７回 地域作業療法学：認知症の方を地域で支える 〃

第８回 地域作業療法学：介護予防（介護予防の必要性を考える） 〃

第９回 地域作業療法学：終末期における作業療法士の役割 〃

第10回 地域作業療法学：司法における作業療法士の役割 〃

第11回 地域作業療法学：災害時における作業療法士の役割 〃

第12回 地域作業療法学：他業種における作業療法士の可能性 〃

第13回 地域作業療法学：学校における作業療法士の役割 〃

第14回 地域作業療法学×こども作業療法 田崎梨紗子

第15回 　　　　　　〃 〃
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

地域作業療法学 科目名 生活環境論

代 表 講 師 　田　河　和　代 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）

授 業 方 法 講義・実技 単位数 2 学期・回数 前・後期：30 回（60 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士業務に携わった経験を持つ教員が、リハビリテーションや作業療法の立場から、対象者の
生活をイメージした住宅改修や福祉用具の適応について指導する。

授 業 概 要
対象者の自立した生活を支援するための福祉用具や住宅改修等について、視聴覚教材等も使用し、講義・
演習を通して授業する。

到 達 目 標
障害者、高齢者における生活環境の重要性を理解し、リハビリテーションや作業療法の立場から、対
象者の生活をイメージした住宅改修や福祉用具の適応について説明することができる。

成績評価の方法と基準 講義中の講義レポート及び課題による形成的評価（100％）

テキスト・教材等
『福祉住環境コーディネーター検定試験２級公式テキスト』、『テクニカルエイド　生活の視点で
役立つ選び方・使い方』、『福祉機器選び方・使い方セミナー副読本 2021 年度版』、『リハビリテー
ションテキスト　生活環境学』、ＤＶＤ他

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 生活環境の概念：生活環境の定義、障がいと生活環境、ICF と生活環境 田河和代

第２回
生活環境の評価：�評価の目的と評価項目、情報収集の方法、ADL と生活環境、人的環境

と物理環境
〃

第３回 移乗動作関連用具：ベッド、リフト 髙木勝隆

第４回 移乗動作関連用具：スライディングシート、スライディングボード、グローブ 田河和代

第５回 移動動作関連用具：杖、歩行器 〃

第６回 移動動作関連用具：車椅子の種類、構造、使用方法 〃

第７回 移動動作関連用具：シーティングの基礎知識① 〃

第８回 移動動作関連用具：シーティングの基礎知識② 〃

第９回 心身機能と生活環境：手指・上肢機能と生活支援機器 〃

第10回
心身機能と生活環境：�手指・上肢機能と生活支援機器（疾患に対応した自助具を作って

みよう）
〃

第11回 心身機能と生活環境：家事動作と生活支援機器 〃

第12回 心身機能と生活環境：片手で卵焼きを作ってみよう 〃

第13回 心身機能と生活環境：嚥下機能を考えよう 〃

第14回 心身機能と生活環境：レクリエーション、スポーツ 〃

第15回 心身機能と生活環境：障がい者スポーツを体験してみよう 〃

第16回 心身機能と生活環境：入浴動作関連機器 〃

第17回 　　　　　　　〃 〃

第18回 心身機能と生活環境：排泄動作関連機器 〃

第19回 　　　　　　　〃 〃

第20回 心身機能と生活環境：コミュニケーション能力と ICT 〃

第21回 　　　　　　　〃 〃

第22回 心身機能と生活環境：認知機能と ICT 〃

第23回 　　　　　　　〃 〃

第24回 運転支援と作業療法 〃

第25回 生活環境支援における制度の活用：医療保険、介護保険、障害者総合支援法 〃

第26回 住環境に関連した生活支援（国試問題を解いてみよう） 〃

第27回 住環境に関連した生活支援（住宅環境の基礎知識①） 〃

第28回 住環境に関連した生活支援（住宅環境の基礎知識②） 〃

第29回 住環境に関連した生活支援：事例検討 〃

第30回 　　　　　　　〃 〃
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

地域作業療法学 科目名 地域作業療法学技術論

代 表 講 師
　田　河　和　代 （所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）
　非常勤講師

授 業 方 法 講義・実技 単位数 1 学期・回数 前期：15 回（30 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士に携わった経験を持つ教員が、地域作業療法について講義する。
地域の医療・福祉・介護・行政などにおける作業療法士の役割について講義する。

授 業 概 要
・地域作業療法学に対する講義と実技を行う。
・e- スポーツの講義では、専任講師と非常勤講師による講義と実践を行う。

到 達 目 標

・地域作業療法に必要な制度及び連携について説明できる。
・地域社会における作業療法士の役割を説明できる。
・e- スポーツを通して、障がい者や高齢者が地域で生きがいを持って生活をおくれる社会の構築を考
えることができる

成績評価の方法と基準 形成的評価を用いた課題シート評価（60％）、課題レポート（30％）　ポートフォリオ（10％）

テキスト・教材等 『作業療法学講座　地域作業療法学』、配布資料

回　数 授　　業　　内　　容 担当講師

第１回 地域作業療法の役割 田河和代

第２回 社会保障制度外の作業療法対象者について考える 〃

第３回
介護予防とレクリエーション：60 歳～ 70 歳、元気な高齢者に介護予防の観点からレク
リエーションを考える

〃

第４回 保育園児が遊べるおもちゃを作成しよう 〃

第５回 PBL：地域課題を考えるオリエンテーション 〃

第６回 地域課題の検証 〃

第７回 地域課題の考察 〃

第８回 地域課題の考察 〃

第９回 地域課題の発表 〃

第10回 地域に根差した eスポーツって何？（eスポーツの概要、活動内容紹介など）
園田大輔
田河和代

第11回 地域に根差した eスポーツって何？（福祉用具の説明・紹介など） 〃

第12回 e スポーツ福祉用具を体験してみよう！ 〃

第13回 障がい者プレイヤーとの交流 〃

第14回 e スポーツの実践（高齢者施設の体験） 田河和代

第15回 e スポーツの実践（高齢者施設の体験） 〃
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

臨床実習 科目名 評価実習Ⅰ（身体機能系）

代 表 講 師
　川　口　航　平（所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）
　実習指導者

授 業 方 法 実　習 単位数 3 学期・回数 後期（120 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士に必要な評価技能を身につけるため、病院・施設等の臨床現場において、臨床教育者の指
導の下、担当症例の検査・測定等の評価及び問題点の抽出を行い、治療プログラムの立案を行う。

授 業 概 要

作業療法対象者の生活を送る上での機能障害・活動制限・参加制約等を把握し、全体像を捉えるため
に必要な評価方法を臨床現場で習得する。また評価結果から適切な作業療法計画を立案することを本
実習の主な目的とする。さらに社会人たる基本的な姿勢を意識した態度・行動をとりながら、専門職
業人としての自覚の向上、充実を図る。

到 達 目 標

1．職業人としての常識的態度を身につける
2．責任ある行動を身につける
3．自己管理ができる
4．意欲的に取り組む姿勢（探求心・創造性）を身につける
5．作業療法評価計画を立てることができる
6．情報収集・面接・観察・検査測定ができる
7．評価結果を整理し全体像を把握することができる
8．目標を設定することができる
9．治療プログラムを立案することができる
10．治療器具・道具を安全に使用し管理ができる
11．リスク管理について理解できる
12．記録文書（電子データ含む）の管理が適切にできる
13．他部門（他職種）との連携がとれる
14．施設の特徴について理解できる

成績評価の方法と基準
臨床教育者（CE）による学生の実習経験状況評価（25％）、OSCE（客観的臨床能力試験）（20％）、
成果試験（15％）、症例報告（5％）、実習ポートフォリオ（35％）

テキスト・教材等 特になし

回　数 授　　業　　内　　容

３週間

評価実習Ⅰ
（身体機能系）
〈期間〉
　2026 年 10 月 19 日（月）～ 11 月 7 日（土）または
　2026 年 11 月 16 日（月）～ 12 月 5 日（土）

〈実習方法〉
　学外実習施設のスケジュールに従った実習

〈学習内容〉
　①オリエンテーション
　②担当予定の症例紹介および評価開始
　③リハビリテーション（または作業療法）部門の見学等
　④その他（他部門の見学、担当症例の評価レポート作成、他の作業療法対象者の部分的評価体験）
　⑤対象者の OT 評価
　⑥ OT 評価結果のまとめ
　⑦ OT 評価結果からの課題焦点化
　⑧ OT プログラムの立案

〈その他〉
　・必要に応じた課題提出
　・施設内勉強会への参加
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学 科
作業療法学科

３年次
教育
内容

臨床実習 科目名 評価実習Ⅱ（精神機能系）

代 表 講 師
　川　口　航　平（所属：熊本総合医療リハビリテーション学院）
　実習指導者

授 業 方 法 実　習 単位数 3 学期・回数 後期（120 時間）

実務経験内容
及び授業内容
との関連性

作業療法士に必要な評価技能を身につけるため、病院・施設等の臨床現場において、臨床教育者の指
導の下、担当症例の検査・測定等の評価及び問題点の抽出を行い、治療プログラムの立案を行う。

授 業 概 要

作業療法対象者の生活を送る上での機能障害・活動制限・参加制約等を把握し、全体像を捉えるため
に必要な評価方法を臨床現場で習得する。また評価結果から適切な作業療法計画を立案することを本
実習の主な目的とする。さらに社会人たる基本的な姿勢を意識した態度・行動をとりながら、専門職
業人としての自覚の向上、充実を図る。

到 達 目 標

1．職業人としての常識的態度を身につける
2．責任ある行動を身につける
3．自己管理ができる
4．意欲的に取り組む姿勢（探求心・創造性）を身につける
5．作業療法評価計画を立てることができる
6．情報収集・面接・観察・検査測定ができる
7．評価結果を整理し全体像を把握することができる
8．目標を設定することができる
9．治療プログラムを立案することができる
10．治療器具・道具を安全に使用し管理ができる
11．リスク管理について理解できる
12．記録文書（電子データ含む）の管理が適切にできる
13．他部門（他職種）との連携がとれる
14．施設の特徴について理解できる

成績評価の方法と基準
臨床教育者（CE）による学生の実習経験状況評価（25％）、OSCE（客観的臨床能力試験）（20％）、
成果試験（15％）、症例報告（5％）、実習ポートフォリオ（35％）

テキスト・教材等 特になし

回　数 授　　業　　内　　容

３週間

評価実習Ⅱ
（精神機能系）
〈期間〉
　2026 年 10 月 19 日（月）～ 11 月 7 日（土）または
　2026 年 11 月 16 日（月）～ 12 月 5 日（土）

〈実習方法〉
　学外実習施設のスケジュールに従った実習

〈学習内容〉
　①オリエンテーション
　②担当予定の症例紹介および評価開始
　③リハビリテーション（または作業療法）部門の見学等
　④その他（他部門の見学、担当症例の評価レポート作成、他の作業療法対象者の部分的評価体験）
　⑤対象者の OT 評価
　⑥ OT 評価結果のまとめ
　⑦ OT 評価結果からの課題焦点化
　⑧ OT プログラムの立案

〈その他〉
　・必要に応じた課題提出
　・施設内勉強会への参加
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